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移植が終わった約1～2週後からリハビリテーシ
ョンがはじまります。ゆっくりとヒザを動かして
いき、4週後から少しずつヒザに体重をかけてい
きます。6週後には全体重をかけるトレーニング
をします。ただし、軟骨の欠けた場所や大きさな
どは変わります。ヒザのトラブルや再生医療につ
いては、ヒザの再生医療情報サイト「再生医療ナビ」
でも詳しく紹介されています。また、その中では
当院が大阪府での再生医療の実施医療機関とし
ても紹介いただいていますので、そちらのホーム
ページもご覧ください。

鶴見緑地病院は、1年前から整形外科領域において再生医療「自家培養軟
骨移植術」を実施しています。
ヒザの軟骨は、加齢やスポーツなどですり減り、痛みが出ることがありま
す。進行すると日常生活に支障がおよぶほどの激痛になることもあるため、
悩む人は多いです。さまざまな治療法がありますが、いま期待が寄せられ
ている技術が、軟骨を修復する再生医療「自家培養軟骨移植術」です。
当院では、厚生労働省へ平成30年11月に認可を申請し、令和1年に3例、
令和2年3月末の時点で2例の症例実績があります。

4月1日、清水会グループの令和2年度入職式
が行われました。今年は、コロナウイルス感
染症拡大防止対策として、施設ごとに入職式、
入職時研修が行われました。
各施設での入職式は、開会の辞、施設長挨拶、辞令
交付、入職者の決意、役職者紹介、閉会の辞の流れ
で行われました。入職者の人数は合計で50名、そ
の内、外国人介護福祉士も6名入職しました。
入職式には、社会福祉法人 清水福祉会 水野智志
理事長、医療法人 清水会 水野郁子理事長から熱
い思いのメッセージが寄せられました。メッセー
ジの中で二人の理事長は、冒頭、新入職員を清水
会グループの新しい仲間として迎えることがで
きた喜びを伝えました。また、今年の入職式は各
施設ごとの開催となりましたが、半面、アットホ
ームな雰囲気の中で、上司や先輩を身近に感じて
の式となり、忘れられない入職式となったので
はないでしょうかと語りかけました。
そして、作家・山本周五郎氏のエッセイを引いて、
変化こそ人生であり社会です。今回の社会情勢の
中にあっても、皆さんは目先の変化に一喜一憂す
るのではなく、何があっても前を向いて進む知恵
と勇気と対応力を身につけていただきたいと励
ましを送りました。
新入職者たちは、先輩から素直に学び、社会人と
して、自覚と責任を持ちつつ、清水会グループの
一員として成長していきますと思い思いの言葉
で決意を述べていました。

関節軟骨は、ヒザの動きを滑らかにしたり、ヒザ
にかかる負担をやわらげるクッションの役割を
果たしています。軟骨組織には血管がなく、傷を
治すための有効な細胞が少ないため、事故やス
ポーツで軟骨が欠けたり、剥がれてしまうと、自
然に治癒するのは難しいと考えられています。
欠けた軟骨の治療法の中で、近年注目されている
のが「自家培養軟骨移植術」です。自家培養軟骨移
植術にもいくつか種類がありますが、日本で公的
医療保険の対象となっているのは、「外傷性軟骨
欠損症」または「離断性骨軟骨炎」で、欠けた軟骨
の面積が4cm2以上の患者さんです（変形性膝関
節症は治療できません）。この治療法は平成24年
7月に厚生労働省により承認され、平成25年4月
より医療保険適用で受けられるようになりました。

「自家培養軟骨移植術」は、患者さんご自身の細
胞を使うので、　拒絶反応がきわめて少ないこと、
　少しの軟骨から細胞を増やすことができるので、
　広い範囲の軟骨が欠けた場合により有効であ
るなどのメリットがあり、治療後はヒザの痛み
が和らぐことが確認されています。



フレイル（虚弱）とは、加齢に伴って、身体の予備
能力が低下し、健康障害を起こしやすくなった状
態をいいます。このフレイルを予防するための取
り組みとして、城東さくら苑リハビリセンターで
は、次のような実証プログラムを作成しています。
展示では、2020年から開始されるプログラムが
掲示されていました。
それによると、始めの1カ月間は運動グルーピ
ング、次の3カ月間はA・Bの2グループに分けて
Aグループは運動と食事、Bグループは運動のみ。
3カ月後はA・Bの内容を入れ替えて実施。
さらに次の3カ月間は効果を伝え、A・Bとも運動
のみで行動変容の確認となっています。
会場で流れる映像では、城東さくら苑リハビリセ
ンターも出演しており、「食事と運動と心の関係
において、心が元気になると健康が表に出てくる。

また頑張って運動しよう、おいしいものを食べ
ようということにつながっていく」「日常の食
べるものから健康を作っていくことが医食同
源の根本的な考え方とマッチする」「フレイル
で問題となっている引きこもりを、人との交わ
りに楽しみを持たすことで改善していく」さらに、
「大学病院や企業などのサポートが重要になる」
等、リハビリセンターで行っていることを通し
て食事と運動の必要性を訴えていました。
また、リハビリセンターとして、高齢者などの
健康増進センターとしての機能や、災害発生時
の避難場所としての役割があることを強調して
いました。映像に登場したご利用者さまからは「み
んなと会話しながら運動するのは楽しい」「体
を動かすことほど楽しいことはない」と感想を
述べていました。

令和2年1月23日、24日の二日間、京セラドームで「食の未来 ともに創る」をテーマに、ニッポンハム
グループの展示会が行われました。この企画は、食の新たな可能性を切り拓くことで、人が輝く、
明るい食の未来を築きたいとの想いから行われたもので、城東さくら苑も参画していました。
背景としては、城東さくら苑リハビリセンター、ニッポンハムグループ、関西医科大学の三者が共同
してフレイル予防に取り組んでいることがあります。

社会的問題
・独居
・閉じこもり
・困窮



6

今年4月より鶴見緑地病院で内科をさせて頂いて
おります。東　由子と申します。
関西医科大学を卒業して母校で初期研修を修了しまし
た。様々な症状をもつ患者さまを診られるようになる
事に憧れ、同大学の第一内科学講座に入局致しました。
昨年までは血液腫瘍の治療を主に行っておりましたが、
急性期から療養に至るまで、幅広いステージの患者さ
まを受けているこの鶴見緑地病院で地域に密着した医
療、一般内科を経験させて頂くとともに、微力ながら地
域医療に貢献させて頂きたいと思っております。
まだまだ未熟ものではありますが精一杯頑張りますの
で、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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社会福祉法人清水福祉会では、小規模多機
能ホームさくらにおいても、福祉車両が整備
され、地域の皆様のニーズにお応えしています。
昨年9月に、日本財団が行っている福祉車両助
成金の申請を行い、社会福祉法人清水福祉会
小規模多機能ホームさくらに2019年度の福祉
車両助成金の交付が決定しました。
社会福祉法人清水福祉会では、今回の分を含め
て合計11台が日本財団からの助成を受けて福
祉車両を整備しています。
それぞれの車両が地域の皆様のニーズに応え
られるように、様々な形で各施設において有効
に活用されています。
今回、福祉車両の助成を受ける小規模多機能
ホームさくらにおいても、福祉車両を整備する
事で、地域の皆様方の在宅生活を支えられるよ
うに、有効活用させて頂きたいと考えています。

気になる症状 Q A

春キャベツには皮膚や血管の老化を防ぎ免疫力を
高めるビタミンＣ、胃酸の分泌を抑えて粘膜を修
復するビタミンＵが含まれています。鶏むね肉に
は疲労回復に効果があるイミダゾールペプチドが
豊富に含まれています。
旬の野菜を美味しく食べて健康につなげましょう！

85歳になる母がいます。数年前に脳梗塞になり、入院治
療後、病院に通院していましたが、最近になり通院が困難
になってきました。訪問診療を利用したいのですが、どう
すればいいのか、教えていただけますでしょうか？

まず、現在のかかりつけの主治医の先生とご相談いただき、
ご本人さま・ご家族さまの意向をお伝えください。
主治医の先生が訪問診療への移行可能と判断されまし
たら、その旨を担当窓口までお伝えください。
担当者が、関係各機関に
連絡・日程調整を行い、
円滑に移行できるよう
サポートいたします。


